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Ⅱ 電気設備図面の読み方 

 
１．電気設備図面の概要 

ビルの電気設備は、建物内で使用する機器類に電気を供給するための設備のことで、電力会社から高圧の

電気を引込み建物内で使用する電気に変電する受変電設備。負荷に供給する設備として、動力設備 

（空調や換気設備、給排水設備等の動力機器）、照明・コンセント設備、自動火災報知設備、自家発電設

備、その他の弱電設備がある。また、再生可能エネルギーとして、太陽光発電設備などが電気設備として

含まれる。 

電気設備を安全に使用する上で日常の保守管理は重要であり、その保守管理に欠かせないものとして、

設備図面がある。 

電気設備図面は、受変電設備・幹線設備・動力盤・分電盤そして使用場所へと、電気を供給するための

様々な機器類とその配置や経路、安全装置などを、どのように設置しているか示したものである。 

 

  1.1 設備図面 

名 称 内             容 

表 紙 
工事名称、日付、設計会社名などを記載したもので、図面の最初に付けるもので

ある。 

図面リスト 
すべての設計図を図面番号順に一覧表にしたもので、図面名称、縮尺などが書か

れている。 

仕様書 
建物名称、建築主、所在地、工事種別、建物概要、一般共通事項、工事区分、 

メーカーリスト、特記事項などの必要事項が文章で表現されたもの。 

案内図 
建物所在地までの道順が容易にわかるように、位置、周辺道路、方位、目標など

を地図で示したものである。 

外構図 

敷地全体の図面に建物や構内道路などを配置した図面で、電力・電話の引込み 

ルートやハンドホール、外灯等の器具の位置、配管、配線などを図示したもので

ある。 

結線図 
図記号や文字記号などを用いて、電気回路の接続と機能を単線または複線で表現

したもの。 

系統図 機器、配線など、システム全体の相互関係を系統的に表現した図面である。 

機器姿図 
照明器具、電話、弱電配線の機器などを外観図に表し、機器名称、寸法、材質、

仕上げなどの仕様を記入した図面である。 

平面図 

階別ごとの機器・器具の配置、配管・配線などを平面図に表した図面である。 

平面図では通常、同一階の天井配管・配線（見上げ配管・配線）および床配管・

配線（見下げ配管・配線）を一枚の平面図に表現する。 

天井伏図 
天井の建築仕上げに図に電気設備、空調設備、消火設備などの諸設備の機器・ 

器具の配置を書き込んだもので、機器・器具の取付け位置の調整に使用する。 

割付図 

天井、床または壁の仕上げでタイルのように一枚あたりの大きさや並びに規則性

がある材料を使用している場合、その目地や仕上げ材料の規則的な並びに対し

て、機器・器具の配置を書き込んだ図面である。 

立面図 
任意の方向から見た建物の外観を表した図面で、電気設備の立面図では、避雷 

設備、テレビアンテナ、航空障害灯などが図示される。 

断面図 
建物を任意の位置で垂直に切断して内部の断面を示した図面で、階高、天井高

さ、機器の納まりなどを断面的に確認することができる。 

詳細図 

部分的に機器や配線が集中している場所の平面図または断面の長さ、納まりが 

通常の縮尺では複雑すぎて表現しきれない場合に、その部分を抜粋して縮尺を 

拡大した図面である。 
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1.2 図面リスト 

図面リストは、建物内外の電気設備について、図面の種類を一覧表としたものである。 

         

図面記号 図 面 名 称 縮 尺 

 E-1 電気設備特記仕様書  

  2 凡例及び配置図  

  3 電灯動力幹線・テレビ共同視聴設備系統図  

  4 インターホン設備系統図  

  5 受変電設備 1:50 

  6 幹線・動力・弱電設備 B1階平面図 1：100 

  7 幹線・動力・弱電設備 １階1階平面図 1：100 

 

  1.3 特記仕様書 

特記仕様書は、共通仕様書に記された事項以外に、電気設備工事特有の施工方法や特定の材料、設備

機器、メーカーの指定などを記したものである。 

 
建築電気設備特記仕様書 抜粋 

１．工事名称 ビルメンテナンス会館新築工事 
 

２．工事場所 東京都荒川区西日暮里５丁目１２番２，４，１１，１２ 
 

３．建築概要 RC造 地下１階，地上５階，塔屋１階 

敷地面積 1,073.40㎡ 建築面積 557.34㎡ 延面積 2,973.85㎡ 
 

４．工事期間 着工  平成５年５月６日 竣工 平成６年４月３０日 
 

５．工事項目 1）受変電設備工事 7）テレビ共同視聴設備工事 

2）幹線動力設備工事 8）自動火災報知設備工事 

3）電灯コンセント設備工事 9）避雷針設備工事 

4）電話設備工事 10）機械警備用配管設備工事 

5）インターホン設備工事 11）非常用発電設備工事 

6）拡声放送設備工事 

 

６．一般事項    1）  本工事は本仕様書及び設計図面に示す建築電気設備工事を施工するものとし、工

事に際しては電気設備技術基準、電力会社規定、建築基準法、消防関係法規及

び建設大臣官庁官房営繕部電気設備工事共通仕様書に従って正確に施工するこ

と。 

 

 

8)  工事完成時に全設備の検査を受け係員の承認を受けたうえ、竣工図、施工図、  

承認図、保守用取扱い説明書、官公庁の検査・許可書類、保守工具及び備品等を

係員の指示に従って取り揃え引渡しを行うものとする。 
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7.工事概要   1）  受変電設備工事 

              電力会社高圧キャブネット内で受電し、以降地中線にてB1階電気室に配線を 

             引込み開放型受電設備にて所定の電圧に降圧する。 

                電気方式  受電圧  三相３線式  6000V  50Ｈｚ 

           2）  幹線動力設備工事 

              電気室内の低圧配電盤より配線を引き出し、以降ラック上ケーブル配線（一部 

             配管用）にて各電灯分電盤、動力配電制御盤に接続する幹線設備並びに動力 

             盤及び二次側配線を行う。 

                電気方式 受電圧 三相3 線式 200  V 50 Hz 

           3) 電灯コンセント設備工事 

             各電灯分電盤及びその 二次側配線並びに照明器具、配線器具及びその取り付の 

一切を行う。 

 本工事の配線の内、天井隠ぺい部分の配線はVV- Fケーブルころがし配線とする。 

但し、各器具の最寄りの位置までは図面に示す通りケーブルラック上配線とする。 

また、配線の分岐及び接続は盤、ボックスあるいは配線端子付き器具内にて行う。 

電気方式 幹線 単相3 線式 200  V  / 100  V 50Hz 

単相2線式 200  V 及 び 100  V 50Hz 

 

 ８．特記事項 1) 本工事にて使用する電線管の内、コンクリート埋め込み部分に使用するものはCD管、

隠ぺい部分はEP管またはE管、露出部分及び防火区画貫通部分に使用するものはE 

管を使用するものとする。 

2) 各事務室のフリーアクセスフロアー内の配線は設備別に経路を整理し極力配線の交差を

少なくする。また、強、弱電の配線が交差する場合はセパレーター、または電線管等で保

護する。 

3) 各設備の予備配管には導入線として1.2mmビニル被覆鉄線１本を入れておくものと

する。 

      ９．メーカーリスト   本工事に使用する資材は下記製作社の製品または係員がこれと同等と認めた製品とする。 

1) 電 線 藤倉 昭和 住友 日立 古河 矢崎 

2) 電 線 管 摂陽 東芝 東拓 古河 松下 未来 

3) 配 分 電 盤 宇賀神 川崎 勝亦 国分 白川 松下 

4) 照 明 器 具 松下 東芝 三菱 日立 山田 ヤマギワ 

5) イ  ン  タ  ー  ホ ン 松下 アイホン  日本インターホン 沖 

6) 放 送 設 備 日本ビクター TOA 松下 

7) 電 話 設 備 岩崎 沖 松下 日立 東芝 富士通 

8) テレビ 共 聴 設 備 八木 マスプロ DX 松下 

9) 自動火災報知設備 ニッタン ホーチキ 能 美 沖 
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